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 アジア好配当株投信 
運用報告書(全体版) 

 
第69期（決算日2024年７月10日） 第70期（決算日2024年10月10日） 

 
作成対象期間（2024年４月11日～2024年10月10日） 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。 
当作成対象期間の運用状況等についてご報告申し上げます。 
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願い申し上げます。 

●当ファンドの仕組みは次の通りです｡ 
商 品 分 類 追加型投信／海外／株式 
信 託 期 間 2006年11月15日以降、無期限とします。 

運 用 方 針 

アジア好配当株投信 マザーファンド（以下「マザーファンド」といいます。）受益証券への投資を通じて、主として日本を除くアジア
諸国・地域（韓国、台湾、香港、中国、シンガポール、インド等）の株式に投資し、信託財産の成長を目標に積極的な運用を行なうこ
とを基本とします。 
株式への投資にあたっては、配当利回りが市場平均を上回る銘柄を中心に、配当の安定性や成長性、企業の業績などのファンダメンタ
ルズ、株価の割安性（バリュエーション）等に関する評価・分析により、投資銘柄を選別します。 
実質組入外貨建資産については、原則として為替ヘッジを行ないません。 

主な投資対象 
アジア好配当株投信 

マザーファンド受益証券を主要投資対象とします。 
なお、株式等に直接投資する場合があります。 

マザーファンド 日本を除くアジア諸国・地域の株式等を主要投資対象とします。 

主な投資制限 
アジア好配当株投信 株式への実質投資割合には制限を設けません。外貨建資産への実質投資割合には制限を設けません。 

マザーファンド 
株式への投資割合には制限を設けません。 
外貨建資産への投資割合には制限を設けません。 

分 配 方 針 

毎年１月および７月の決算時には、原則として配当等収益等を中心に安定分配を行なうことを基本とします。ただし、基準価額水準等
によっては、売買益等が中心となる場合があります。毎年４月および10月の決算時には、配当等収益等を中心とした安定分配は行ない
ませんが、基準価額水準等を勘案し、分配原資の範囲内で委託者が決定する額を分配します。留保益の運用については、特に制限を設
けず、元本部分と同一の運用を行ないます。 
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アジア好配当株投信

○最近10期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 参 考指 数 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ ％ ％ ％ 百万円 

61期(2022年７月11日) 12,434 100 △ 2.2 1.3 90.9 － 2.3 19,881 

62期(2022年10月11日) 12,008 200 △ 1.8 △ 7.9 92.3 － 2.4 19,105 

63期(2023年１月10日) 12,199 100 2.4 6.8 92.0 － 2.3 19,412 

64期(2023年４月10日) 12,056 200 0.5 △ 1.7 94.3 － 2.5 19,103 

65期(2023年７月10日) 12,687 100 6.1 5.3 93.6 － 2.3 19,939 

66期(2023年10月10日) 12,600 200 0.9 0.8 92.6 － 2.2 19,590 

67期(2024年１月10日) 12,796 100 2.3 1.1 92.9 － 2.5 19,784 

68期(2024年４月10日) 13,997 400 12.5 12.4 95.2 － 2.3 21,538 

69期(2024年７月10日) 16,427 100 18.1 15.9 94.3 － 1.9 25,675 

70期(2024年10月10日) 14,961 500 △ 5.9 △ 2.2 95.8 － 1.8 23,106 
 
＊基準価額の騰落率は分配金込み。 

＊株式組入比率には、新株予約権証券を含みます。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載してお

ります。 

＊株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 

※2024年10月10日基準の運用報告書より、「配当無し」の指数から「配当込み指数」に変更しております。 

 

＊ 参考指数（＝MSCI AC アジア 除く日本（税引き後配当込み、円換算ベース））は、MSCI AC Asia Ex Japan Index（税引き後配当込み、米

ドルベース）をもとに、当社が独自に円換算したものです。 

＊ MSCI AC Asia Ex Japan Indexは、MSCIが開発した指数です。同指数に関する著作権、知的所有権その他一切の権利はMSCIに帰属します。

また、MSCIは、同指数の内容を変更する権利および公表を停止する権利を有しています。 

（出所）MSCI、ブルームバーグ 
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アジア好配当株投信

○当作成期中の基準価額と市況等の推移 

決 算 期 年 月 日 
基 準 価 額 参 考 指 数 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 騰 落 率 

第69期 

(期  首) 円 ％ ％ ％ ％ ％ 

2024年４月10日 13,997 － － 95.2 － 2.3 

４月末 14,386 2.8 3.9 93.9 － 2.2 

５月末 15,052 7.5 6.0 93.8 － 2.1 

６月末 15,946 13.9 12.3 93.7 － 1.9 

(期  末)       

2024年７月10日 16,527 18.1 15.9 94.3 － 1.9 

第70期 

(期  首)       

2024年７月10日 16,427 － － 94.3 － 1.9 

７月末 14,803 △ 9.9 △ 9.2 94.5 － 1.7 

８月末 14,528 △11.6 △11.5 93.2 － 1.8 

９月末 15,257 △ 7.1 △ 4.9 92.1 － 1.8 

(期  末)       

2024年10月10日 15,461 △ 5.9 △ 2.2 95.8 － 1.8 
 
＊期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載してお

ります。 

＊株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
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アジア好配当株投信

◎運用経過 

○作成期間中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。作成期首（2024年４月10日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、個々のお客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注）参考指数は、MSCI AC アジア 除く日本（税引き後配当込み、円換算ベース）です。参考指数は、作成期首（2024年４月10日）の値が

基準価額と同一となるように計算しております。 

（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

（下 落） 中東情勢を巡る地政学的リスクの高まりが警戒されたこと、米国の早期利下げ期待

が後退しアジア市場の資金流出が懸念されたこと 

（上 昇） 中国当局が香港の国際金融センターとしての地位を高める５項目の措置を発表した

こと、中国当局による不動産支援策が好感されたこと、AI向け需要の強さからテク

ノロジー関連株主導で世界的に株高となったこと、低調な米経済指標を受けてFRB

（米連邦準備制度理事会）が年内に利下げを行なうとの見方が強まり、アジア市場へ

の資金流入が期待されたこと 

（下 落） 米政権が中国への先端半導体技術の輸出規制強化を検討しているとの報道を受け、

米中貿易摩擦の激化が警戒されたこと、米大統領選を巡る不透明感や原油価格の下

落などから投資家のリスク回避姿勢が強まったこと、中東情勢の緊迫化が警戒され

たことなどから世界的な株安となったこと 
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アジア好配当株投信

（上 昇） 中国人民銀行（中央銀行）が成長支援に向けた追加政策を打ち出す方針を示したこ

と、中国の大手ネット通販企業が好決算を発表したこと、FRBによる大幅利下げを

受け、アジア市場への資金流入が期待されたこと、中国当局が低迷する国内景気や

金融・資本市場を下支えする広範な景気刺激策を発表したこと 

 

○投資環境 

アジアの株式市場は、当作成期初、中東情勢を巡る地政学的リスクの高まりが警戒された他、

米早期利下げ期待が後退しアジア市場の資金流出が懸念されたことなどから下落して始まり

ました。その後、中国当局が香港の国際金融センターとしての地位を高める５項目の措置を発

表したことや景気支援方針を表明したこと、中国当局による不動産支援策が好感されたことな

どから上昇しました。2024年５月下旬には、米株安の流れを受けた他、中国軍による台湾周辺

での軍事演習を背景に、台湾情勢を巡る地政学的リスクの高まりが警戒されたことなどから反

落しましたが、その後は５月の中国財新製造業PMI（購買担当者景気指数）が２年ぶりの高水

準となったことやAI向け需要の強さからテクノロジー関連株主導で世界的に株高となったこ

と、低調な米経済指標を受けてFRBが年内に利下げを行なうとの見方が強まり、アジア市場へ

の資金流入が期待されたことなどを背景に上昇しました。 

７月中旬以降は、米政権が中国への先端半導体技術の輸出規制強化を検討しているとの報道

を受け、米中貿易摩擦の激化が警戒されたこと、米大統領選を巡る不透明感や原油価格の下落

などから投資家のリスク回避姿勢が強まったことや中東情勢の緊迫化が警戒されたことなど

から世界的な株安となり下落しました。 

８月上旬以降は、中国人民銀行が成長支援に向けた追加政策を打ち出す方針を示したこと

や、中国の大手ネット通販企業が好決算を発表したことなどから上昇しましたが、８月の中国

製造業PMIが６ヵ月ぶりの低水準となり中国景気の減速が懸念されたことや、原油価格の低迷

が市場の重石となったことなどから下落しました。９月中旬から当作成期末にかけては、FRB

による大幅利下げを受け、アジア市場への資金流入が期待されたことや中国当局が低迷する国

内景気や金融・資本市場を下支えする広範な景気刺激策を発表したことなどが好感され上昇基

調で推移し、当作成期においてアジアの株式は上昇しました。 

また、為替市場では、FRBの早期利下げ期待が後退したことや、日銀が緩和的な金融政策を

維持する見通しを示したことなどを背景に日米金利差の拡大期待が高まったことで７月上旬

にかけて米ドル高・円安が進行しました。その後は、米利下げ期待の高まりに加え、日銀の金

融政策修正などにより日米金利差が縮小するとの見方が強まったことから米ドル安・円高とな

り、当期においては米ドル安・円高となりました。一方、アジア通貨は、対円でシンガポール・

ドル、マレーシア・リンギット、タイ・バーツは上昇（円安）、インドネシア・ルピアは横ば

い、その他の通貨は下落（円高）となりました。 
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アジア好配当株投信

○当ファンドのポートフォリオ 

［アジア好配当株投信 マザーファンド］ 

・当作成期中の主な動き 

（１） 個別銘柄ごとの配当利回りの水準、増配の継続性及び配当利回りで見た割安度の判断か

ら結果として、国・地域別比率につきましては、シンガポール、台湾などは市場平均と比

較して多めの投資となりました。一方、インド、中国などは少なめの投資となりました。 

（２） 業種につきましては、銀行、公益事業などが市場平均と比較して多めの保有となりまし

た。一方、メディア・娯楽、一般消費財・サービス流通・小売りなどは少なめの保有に

とどまりました。 

（３） 銘柄につきましては、 

①配当利回りが市場平均を上回る銘柄を中心に、配当の安定性や成長性、企業業績など

のファンダメンタルズ（基礎的諸条件）、株価の割安性の観点から銘柄を選定しました。

HON HAI PRECISION INDUSTRY（台湾/テクノロジー・ハードウェアおよび機器）、CHINA 

CONSTRUCTION BANK-H（中国/銀行）、TAIWAN SEMICONDUCTOR（台湾/半導体・半

導体製造装置）、MEDIATEK INC（台湾/半導体・半導体製造装置）、DBS GROUP HLDGS

（シンガポール/銀行）などを当作成期末の組入上位銘柄としました。 

②企業調査及び配当利回りの変化を受け、銘柄の入れ替えを行ないました。 

（４） 為替につきましては、為替ヘッジ（為替の売り予約）はしておりません。 

 

［アジア好配当株投信］ 

主要投資対象である［アジア好配当株投信 マザーファンド］受益証券を、当作成期を通じ

ておおむね高位に組み入れました。 
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アジア好配当株投信

○当ファンドのベンチマークとの差異 

当ファンドは運用の目標となるベンチマー

クを設けておりません。 

コメント・グラフは、基準価額と参考指数の

騰落率の対比です。 

 

当作成期は、参考指数（MSCI AC アジア 除

く日本（税引き後配当込み、円換算ベース））が

13.3％の上昇となったのに対して、基準価額は

11.1％の上昇となりました。 
※基準価額の騰落率は、分配金（税込み）を再投資して算出しております。 

 

（主なプラス要因） 

①配当利回りが高いことから市場平均と比べ

て多めに投資していた中国の保険株、台湾の

テクノロジー・ハードウェアおよび機器株な

どの株価騰落率が市場平均を上回ったこと 

②配当利回りが低いことから非保有であった韓

国のテクノロジー・ハードウェアおよび機器株などの株価騰落率が市場平均を下回ったこと 

 

（主なマイナス要因） 

①配当利回りが低いことから非保有であった中国のメディア・娯楽株、中国の一般消費財・サー

ビス流通・小売株、中国の消費者サービス株などの株価騰落率が市場平均を上回ったこと 

②配当利回りが高いことから市場平均と比べて多めに投資していたインドネシアの銀行株な

どの株価騰落率が市場平均を下回ったこと 
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アジア好配当株投信

◎分配金 

（１） 収益分配金につきましては、利子・配当収入、売買益などから基準価額水準などを勘案

し、１万口当たり、第69期期末100円、第70期期末500円としました。 

（２） 留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行ないます。 

 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第69期 第70期 

2024年４月11日～ 
2024年７月10日 

2024年７月11日～ 
2024年10月10日 

当期分配金 100  500  

(対基準価額比率) 0.605％ 3.234％ 

 当期の収益 100  －  

 当期の収益以外 －  500  

翌期繰越分配対象額 7,555  7,146   
（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 
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アジア好配当株投信

◎今後の運用方針 

［アジア好配当株投信 マザーファンド］ 

・投資環境 

グローバルなインフレ圧力は徐々に緩和傾向にある中、欧米の利下げが、アジアを含めた世

界各国の経済成長率を下支えすることが期待されます。短期的に投資家のリスク回避傾向が強

まる局面では株式市場は弱含む可能性もありますが、インフレがさらに沈静化するとの見方が

出てくる局面では、株価の反発も想定されます。 

 

・投資方針 

配当利回りがアジア市場平均を上回る銘柄を中心として、流動性にも配慮しながら株式ポー

トフォリオを作成する方針です。その際、競争力、収益力、配当の成長性、構造的テーマ、株

価の割安度などにも着目し、ポートフォリオの見直しと入れ替えを行ない、高水準のインカム

ゲインと中長期的な信託財産の成長を目指します。 

 

ボトムアップで銘柄を選定しますが、国別・業種別配分については、特定の国・業種に過度

に集中しないように一定の配慮を行ない、リスク分散をはかります。 

 

企業が配当を増加させることは、経営者の今後の業績に対する自信の表れでもあり、不透明

な経済環境においてもある程度、安定的な業績の伸びを期待できると考えています。また、配

当を安定的に支払うことで＜株主に還元する＞という意識を実現化しているわけで、コーポ

レート・ガバナンス（企業統治）の点からも評価できます。さらに配当利回りが高く割安な銘

柄は買収対象としても投資家の注目を集めていくと想定しています。 

運用チームは、企業との直接のコンタクトを通じて、収益の源泉となる企業固有の競争力分

析と配当政策などに注目し、引き続き「優れた企業の株式を配当利回りで見て割安な水準で買

う」というシンプルかつ有効性のある投資手法を用いていきます。なお、ファンドは組入外貨

建資産について為替ヘッジを行なわないことを基本とします。 

 

［アジア好配当株投信］ 

主要投資対象である［アジア好配当株投信 マザーファンド］受益証券の組み入れを高位に

維持し、基準価額の向上に努めます。 

引き続き、「高水準のインカムゲインと中長期的な信託財産の成長」で、ご投資家の皆さま

が増配企業への長期投資のメリットを実感していただけますよう努めてまいりますので、長期

的な視点でファンドの保有を継続していただきますようお願い申し上げます。 
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○１万口当たりの費用明細 (2024年４月11日～2024年10月10日) 

項 目 
第69期～第70期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 91  0.607  (a)信託報酬＝作成期間の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 41)  (0.276)  ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、法定書面等の作成、 
基準価額の算出等 

 （ 販 売 会 社 ） ( 41)  (0.276)  購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理 
および事務手続き等 

 （ 受 託 会 社 ） (  8)  (0.055)  ファンドの財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行等 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 6   0.038   (b)売買委託手数料＝作成期間の売買委託手数料÷作成期間の平均受益権口数 
   ※売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） (  6)  (0.037)   

 （ 投 資 信 託 証 券 ） (  0)  (0.001)   

（c） 有 価 証 券 取 引 税 4   0.027   (c)有価証券取引税＝作成期間の有価証券取引税÷作成期間の平均受益権口数 
   ※有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 （ 株  式 ） (  4)  (0.027)   

 （ 投 資 信 託 証 券 ） (  0)  (0.000)   

（d） そ の 他 費 用 8   0.054   (d)その他費用＝作成期間のその他費用÷作成期間の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） (  5)  (0.031)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） (  0)  (0.002)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） (  3)  (0.021)  信託事務の処理に要するその他の諸費用 

 合 計 109   0.726    

作成期間の平均基準価額は、14,995円です。  

 
＊作成期間の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

＊各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

＊売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファン

ドに対応するものを含みます。 

＊各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を作成期間の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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（参考情報） 

◯総経費率 

当作成期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び

有価証券取引税を除く。）を作成期中の平均受益権口数に作成期中の平均基準価額（１口当たり）

を乗じた数で除した総経費率（年率）は1.32％です。 
 

  
（注）当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注）各比率は、年率換算した値です。 

（注）当ファンドの費用は、マザーファンドが支払った費用を含みます。 

（注）当ファンドのその他費用には、外貨建資産の保管等に要する費用、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用、信託事務の処理に

要するその他の諸費用等が含まれます。 

（注）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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○売買及び取引の状況 (2024年４月11日～2024年10月10日) 

 

銘 柄 
第69期～第70期 

設 定 解 約 
口 数 金 額 口 数 金 額 

 千口 千円 千口 千円 
アジア好配当株投信 マザーファンド 168,946 659,626 408,645 1,663,462 

 
＊単位未満は切り捨て。 

 

○株式売買比率 (2024年４月11日～2024年10月10日) 

 

項 目 
第69期～第70期 

アジア好配当株投信 マザーファンド 

(a) 当作成期中の株式売買金額 4,472,247千円 
(b) 当作成期中の平均組入株式時価総額 21,820,881千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.20   
 
＊(b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2024年４月11日～2024年10月10日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。 

 

○組入資産の明細 (2024年10月10日現在) 

 

銘 柄 
第68期末 第70期末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

アジア好配当株投信 マザーファンド 5,824,892 5,585,193 22,990,889 
 
＊口数・評価額の単位未満は切り捨て。 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。 
 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

親投資信託残高 
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○投資信託財産の構成 (2024年10月10日現在) 

項 目 
第70期末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

アジア好配当株投信 マザーファンド 22,990,889 95.9 

コール・ローン等、その他 986,412 4.1 

投資信託財産総額 23,977,301 100.0 
 
＊金額の単位未満は切り捨て。 

＊アジア好配当株投信 マザーファンドにおいて、第70期末における外貨建純資産（22,889,376千円）の投資信託財産総額（22,991,059千円）

に対する比率は99.6％です。 

＊外貨建資産は、第70期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。１米ドル＝149.41円、１香港ドル＝

19.22円、１シンガポールドル＝114.33円、１リンギ＝34.8005円、１バーツ＝4.45円、１フィリピンペソ＝2.6203円、１ルピア＝0.0096円、

１ウォン＝0.111円、１新台湾ドル＝4.6348円、１インドルピー＝1.79円。 

 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 

項 目 
第69期末 第70期末 

2024年７月10日現在 2024年10月10日現在 

  円 円 

(A) 資産 25,916,549,383   23,977,301,617   

 コール・ローン等 368,086,997   986,405,406   

 アジア好配当株投信 マザーファンド(評価額) 25,548,461,527   22,990,889,798   

 未収利息 859   6,413   

(B) 負債 240,611,775   870,922,372   

 未払収益分配金 156,301,568   772,205,238   

 未払解約金 13,607,579   28,457,454   

 未払信託報酬 70,510,360   70,068,614   

 その他未払費用 192,268   191,066   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 25,675,937,608   23,106,379,245   

 元本 15,630,156,851   15,444,104,774   

 次期繰越損益金 10,045,780,757   7,662,274,471   

(D) 受益権総口数 15,630,156,851口 15,444,104,774口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 16,427円 14,961円 
 

（注）第69期首元本額は15,388,403,567円、第69～70期中追加設定元本額は612,092,365円、第69～70期中一部解約元本額は556,391,158円、１

口当たり純資産額は、第69期1.6427円、第70期1.4961円です。 

（注）投資信託財産の運用の指図に係わる権限の全部又は一部を委託する為に要する費用、支払金額24,318,974円。（アジア好配当株投信 マ

ザーファンド） 
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○損益の状況 

項 目 
第69期 第70期 

2024年４月11日～ 
2024年７月10日 

2024年７月11日～ 
2024年10月10日 

  円 円 

(A) 配当等収益 35,260   93,170   

 受取利息 35,260   93,170   

(B) 有価証券売買損益 3,988,911,705   △1,412,517,698   

 売買益 4,022,551,085   41,944,206   

 売買損 △    33,639,380   △1,454,461,904   

(C) 信託報酬等 △    70,702,628   △   70,259,680   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 3,918,244,337   △1,482,684,208   

(E) 前期繰越損益金 5,798,984,111   9,374,772,904   

(F) 追加信託差損益金 484,853,877   542,391,013   

 (配当等相当額) (   2,245,971,245)  (  2,295,825,571)  

 (売買損益相当額) (△ 1,761,117,368)  (△1,753,434,558)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 10,202,082,325   8,434,479,709   

(H) 収益分配金 △   156,301,568   △  772,205,238   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 10,045,780,757   7,662,274,471   

 追加信託差損益金 484,853,877   542,391,013   

 (配当等相当額) (   2,248,886,092)  (  2,296,249,839)  

 (売買損益相当額) (△ 1,764,032,215)  (△1,753,858,826)  

 分配準備積立金 9,560,926,880   8,741,145,482   

 繰越損益金 －   △1,621,262,024   
 
＊損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は各期末の評価換えによるものを含みます。 

＊損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。 

＊損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。

 

（注）分配金の計算過程（2024年４月11日～2024年10月10日）は以下の通りです。 

項 目 
第69期 第70期 

2024年４月11日～ 
2024年７月10日 

2024年７月11日～ 
2024年10月10日 

a. 配当等収益(経費控除後) 494,601,574円 138,577,816円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 3,423,642,763円 0円 

c. 信託約款に定める収益調整金 2,248,886,092円 2,296,249,839円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 5,798,984,111円 9,374,772,904円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 11,966,114,540円 11,809,600,559円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 7,655円 7,646円 

g. 分配金 156,301,568円 772,205,238円 

h. 分配金(１万口当たり) 100円 500円 
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○分配金のお知らせ  

 第69期 第70期 

１万口当たり分配金（税込み） 100円 500円 
 
※分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合、分配金は全額普通分配金となります。 

※分配前の基準価額が個別元本を上回り、分配後の基準価額が個別元本を下回る場合、分配金は個別元本を上回る部分が普通分配金、下回

る部分が元本払戻金（特別分配金）となります。 

※分配前の基準価額が個別元本と同額または下回る場合、分配金は全額元本払戻金（特別分配金）となります。 

 

○お知らせ 

投資信託約款に規定している委託者が行なう公告を掲載する当社ホームページのアドレス

を「http://www.nomura-am.co.jp/」から「https://www.nomura-am.co.jp/」に変更する所要

の約款変更を行ないました。 ＜変更適用日：2024年７月４日＞ 

 

2024年11月５日より、ファンドの設定解約の申込締切時間は以下の記載のとおり変更となる予定です。 
 

原則、午後３時30分までに、販売会社が受付けた分を当日のお申込み分とします。 

（販売会社によっては上記と異なる場合があります。詳しくは販売会社にお問い合わせください。） 
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